
「チームオレンジ」等への協力依頼
～認知症になっても安心して暮らせる
町づくりに向けて～

ひとりではなく、地域の中で

サポーター同士がチームとして活動しよう



伝えたいこと
• 令和元年6月に、国より認知症施策推進大綱の中で、認知症の取組みは「共
生」と「予防」を基本的考え方とすることが示されました。

• 本市においても、「共生」と「予防」を基本的考え方とし、認知症になって
も安心して暮らせる町づくりに向けて取組みます。

• 認知症になっても安心して暮らせる町づくりには、生活の中のちょっとした
見守りや声掛けにより、認知症の方を孤立させず、誰もが社会の一員として
生活が送れるために、行政や専門職だけではなく、地域住民やスーパー・金
融機関等、社会全体として、認知症に関する理解を広めるとともに、個々の
取組みだけではなく、地域の取組みを互いに知り、地域が一体的に活動する
チームづくりを進めます。

• そのために、各現場で活躍する専門職の経験や知恵をちょっとずつ持ち寄り、
チームづくりを進めるプロセスから協力をお願いいたします。

• また、認知症の方ご本人を置き去りにしないため、認知症の方が思いを語れ
る環境を作り、声を集める取組みをしましょう。
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甲府市は、
「共生」と「予防」を基
本的考えとし、
認知症の方本人も含め、
人と人、人と社会をつな
げる取組みを目指します。

1.国の動き





2.甲府市が実施する取組み

• 認知症サポーター養成講座実施

➡認知症に対する理解の普及啓発（認知症サポーター）の育成

• 認知症サポーターステップアップ講座実施

➡地域の中で活躍する認知症サポーター（オレンジサポーター）を育成

➡オレンジサポーターの登録

• 認知症地域支援推進員（地域包括支援センター）を中心に話し合い

➡各地域ごとの仲間づくり

➡認知症の方の声を集める
地域住民、企業等職域サポーター、専門職等



3.
他市町村
の取組み



認知症になっても、できる
ことを社会の中で活かして、
自分らしく生活を続ける。
認知症の方が言葉にしやす
い環境をつくる。



４.事業者の方とともに取組みたいこと
・地域ごとの仲間づくり

➡認知症地域支援推進員（地域包括支援センター）と、住民と企業、専門職等
が互いの活動を知り、協力し合うチームづくりを一緒に考える

・サポーターの活躍支援

➡専門性を活かして、地域のサポーターを支援する

➡事業所として地域に開かれたつながりの場の提供（チーム拠点等）

・各フィールドで認知症の方の声を聞く

➡認知症の方の声を聞き、その声を認知症地域支援推進員（地域包括支援セン
ター）に集める



５.チームオレンジのイメージ図
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企業として専門職として、地域にできること
知ってること、やれること

薬の飲み方や副作用について、専門職とし

てアドバイスすることができるかな。

認知症の方の対応の仕方や困った時に

相談にのることができるかな。

急がせないで、後ろを気にせず、ゆっくり会計

できる専用カウンターを作ることはできるかな。

スーパーに高齢者や認知症の方が来店したら、

オレンジサポーターと一緒に、買い物支援がで

きるといいな。

〔研修のスキルを活かす〕
・認知症介護実践者
・認知症介護実践リーダー
・認知症介護指導者
・認知症サポート医 等



地域住民等がボランティアとして
新しいこと、知ってること、やれること
チャレンジしてみようかな

自分ができる範囲で、無理なく、誰か

の役に立てることがあるかな。

まだまだ身体を動かせる。

時間もある。多少のことなら、

何かできることをやろうかな。

認知症サポーターの養成講座を受けた

けど、何かできることはないかな。

空きスペースがあるけれど、集いの場

等に活用してもらえたらいいかな。
登下校の時や遊んでいる時に、迷っていそ

うな高齢者の方を見たら、声をかけること

ができるかもしれない。



認知症の方本人と家族は、
ほんのちょっと手伝ってもらいたい
でも、できることは社会の一員として活躍したい

私が（家族）ちょっと買い物に行く間

だけ、見守ってもらえると、助かるん

だけどな。

市役所から届く通知が難しくて

よくわからない。ちょっと見て

教えてもらえたらなぁ。

忘れっぽくなってしまったけれど、で

きるだけ自分ができることを続けたい。

得意なことを活かしたい。



認知症地域支援推進員（ほうかつ）
と一緒にチームづくりを進める （例）

スケジュー

ルを決める
実態把握

チームオレン

ジ立ち上げ

ステップアッ

プ講座

・開始時期
・設置個所
・設置予定年度
・地域（名称）

・設置する地域の概況
・認知症の人の状況把握
・チーム構成員候補者等
の把握（見込み人数）

・チームオレンジの編成
（チーム名、活動エリア、
リーダー、副リーダー、サ
ポーター数）

・ステップアップ講座の
実施



•まずはできることを教えてください。

•認知症地域支援推進員（地域包括支援センター）を中心に、
地域の中で一体的につながっていきましょう。

•認知症の方や家族の一番近くにいる専門職等の方が、本
人の声を聞いて、その方の強みを生活の中で活かせるよう
に、チームオレンジには認知症の方本人も含めましょう。


